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Criticism of “Shenmielun” and Reformation of the 





Confucianism is not only the standard for conduct but also the fundamental 
thought of politics among the Chinese dynasties. Confucianism designated 
Chinese emperors to carry out two most important rituals, the ritual 
for Heaven and the ritual for ancestors. These rituals required animal 
sacrifices. Emperor Wudi of Liang dynasty believed in Buddhism, so he 
tried to perform ritual for ancestors without the animal sacrifices. He 
criticized “Shenmielun” and advocated reformation of the Ancestral 






















































































































































































梁武帝が法雲や朝臣たちを巻き込んで展開した『神滅論』批判は、 『大梁皇帝勅答臣下神滅論』 （ 『弘明集』



























































































着目される。 『梁書』巻二武帝紀中（書局一 四五～四六）によると、曹景宗は天監六年四月から天監七年正月まで領軍将軍に在職していることがわか 。曹景宗 領軍将軍 在職する最末期 答書を書 ことを想
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とあるように、梁武帝が儒家 五礼（吉礼・凶礼・賓礼・軍礼・嘉礼）と仏教の三明（宿命明・天眼明 漏尽明）を兼ね備え、仏教の理想的帝王であ 金輪王として天下を治め、玉瓚（宗廟の祭り 玉製のひしゃく）などを整えて七廟の祭りに臨む様子を称賛している。　














































































武帝の詔と范縝の論も残されている。 『弘明集』巻九（大正五二 五八上～六〇上）に、曹思文撰『難范中書神滅論』 ・曹思文撰『啓』 ・梁武帝撰『詔答』 ・范縝撰『答曹録事難神滅論』 ・曹思文撰『啓』 ・梁武帝撰『詔答』 ・曹思文撰『重難范中書神滅論』 順に収録されている。　
最初に『難范中書神滅論』にある范縝の官職名を手掛かりとして、范縝が中書郎に就任した年から考察を
始める。 『梁書』巻四八儒林伝范縝条（書局三、六六五）に范縝が王亮に連座して広州 流された記事があるが、これは『梁書』巻一六王亮伝（書局一、二六八）によると天監四年 頃 ことである。范縝条（書局三
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す。稷を以て斯れに配するは、是れ周旦は其れ天を欺くか」 （大正五二、五八中）と述べ 神不滅であるがゆえに宗廟祭祀が必要な であり、 『神滅論』は周公旦や孔子（宣尼）の教えに背くものだと主張している。つまり仏教的世界観に基づいて宗廟祭祀を実施することが孝の実践としてふさわしいと論じているのである。　
曹思文の答書（大正五二、六五下）に「弟子は近ごろ聊か周孔に就きて以て難を為す」とあるが、答書のこ














































瑩・袁昂・江貺もみな同意見である。　『断殺絶宗廟犠牲詔』中の記事によると、 『弘明集』の撰者僧祐は京畿で動物の殺生をすることを「皇朝優洽の旨を仰称する所以に非ず」 （大正五二、二九三下）と述べ、犠牲廃止を主張し いる。第一節で述べたように、南斉代には蕭子良が父親の武帝蕭
しょうさく
賾に対して、雉狩りは菩薩のあり方に反するとして中止を求めたことが
あり、このほか僧祐撰『出三蔵記集』巻一二（大正五五、九三上）に「斉高武二皇帝勅六齋断殺記」 「斉武皇帝勅断鐘山玄武湖漁猟記」 「斉武皇帝勅罷射雉断買鳥雀記」 「斉文皇帝文宣王焚毀罟網記」という文書の記録があり、殺生禁断が際立って特殊な事例だとは言えない。 かし僧祐が恒久的な殺生 禁断 要請して る可能
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帝は反対論が根強く残っている中で改革を断行したことがうかがわれる。反対論の主張は『広弘明集』巻二六（大正五二、二九四上）に記録があり、 「四代の風」 （四代は虞夏殷周）の由来を重視すべきことや「周文」 （周の文王）以来引き継がれてきた祭祀の伝統を変革することに疑義を呈している。その内容は天監十二年の際の反対論と類似したものである。　
梁武帝は天監六年から七年の時期以来あたためてきた宗廟祭祀改革の構想を、天監十二年における挫折を経
て、天監十六年に朝廷内の完全な合意形成をあきらめて断行したものと解される。尚書省の高官袁昂 十二年の段階では改革に反対し、十六年には推進する立場に変わっているが、梁武帝から同意するように相当強く求められたの ないか 想像される。　『隋書』礼儀志二には、宗廟祭祀改革の記事の直後に「是こに於いて至敬殿、景陽台を起
た
て、七廟座を立つ」





た。この『神滅論』批判は、梁武帝が宗廟祭祀で用いる供物から動物の犠牲を除外するという改革を意図して展開したも と考えられる。宗廟祭祀改革の基礎となる考えとは、 『夷夏論』論争におけ 慧通の思想に見られたように、仏教的世界観で儒家の孝を再解釈し、宗廟祭祀を仏教的世界観に忠実な形 変革しようというものである。　
天監九年頃にも范縝と曹思文の間で論争がなされており、 『神滅論』批判と宗廟祭祀改革に向けた動きが継
続している様子が観察された。天監十二年に梁武帝は詔を出 て 改革の実施を試みたが、成功しなかった。天監十二年の段階では、答書で神不滅論に賛意を表していた王瑩や袁昂ら尚書省の高官 宗廟祭祀改革に反対しており、皇帝 正統性にも関わる伝統的な祭祀 改革することの困難さを示している。　
天監十六年になって、梁武帝は根強い反対を押し切って念願の宗廟祭祀改革を実現した。改革の実現まで
およそ十年もの時間を費やしたことになる。梁武帝は仏教を盲信し唐突に捨身などの行為に走ったか ように思われがちだが、本稿に け 考察により 変革のための理論の準備と士大夫たちの合意形成 し り時間をかけていること 明らか なった。　
梁武帝の思想において真理の探究と国家統治 仏教によって密接に関連付けら 、彼は思想 単なる抽象的













































































1（） 高麗本の「郢」字について、宋本と元本は「鄒」字に作るとし 明本は「邪」に作るとしている。 「鄒」では整合性のある解釈ができない。また明本が「邪」にしたのは、 「郢」を正しく解釈できなかったため「豈～邪」の文型と解したものと考えられる。
（
1（） 前半部分に「令瑩」として登場し、詔に反対意見を提示した尚書令王瑩は天監 五年に没するので（ 『梁書』 一六 瑩 。書局一、二七四） 、王瑩は天監十六年ではなく 十二年の詔に反対 たことがわかる。
（
1（） 『梁書』巻三一袁昂伝（書局二、四五五）に、 「十一年入りて五兵尚書と為り、復た右僕射を兼ねる。未だ拝さずして、詔有り、真に即く。尋いで本官を以て起部尚書を領し 侍中を加えられる とあり、天監十一年に 第五節で触れたように起部尚書として宗廟造営の責任者と ってい 。
（
（0） 『梁書』武帝紀中には、天監十五年六月に尚書令王瑩が左光禄大夫、開府儀同三司に転じてから、天監十八年正月に尚書左僕射袁昂が尚書令に就任するまで、尚書令に就任した人物の記録はない。
（武蔵野大学准教授
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